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希
望
す
る
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
へ
の
補
助
金
の
創
設

と
、
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
・
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
の
関

係
者
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
求
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

は
、
非
正
規
雇
用
の
女
性

を
直
撃
し
て
い
る
。
ま
た
滋
賀
県

内
の
女
性
の
自
殺
が
昨
年
の
夏
以

降
増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
女

性
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
策
と
し

て
、

①
コ
ロ
ナ
で
生
活
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
家
庭
へ
「
緊
急
支
援
金
」・

中
小
零
細
業
者
を
直
接
支
援
す
る

「
緊
急
給
付
金
」
創
設
を
求
め
る
。

②
今
行
わ
れ
て
い
る
税
・
保
険
料

の
減
免
や
納
付
猶
予
等
の
コ
ロ
ナ

支
援
策
を
来
年
度
も
継
続
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

庁
舎
集
約
化
に
つ
い
て

①
そ
の
是
非
を
町
民
に
問

わ
ず
に
町
だ
け
の
判
断
で
進
め
た

行
為
は
、
自
治
基
本
条
例
に
違
反

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

②
庁
舎
集
約
化
工
事
と
旧
警
部
交

番
解
体
費
用
７
億
円
の
財
源
は
。

③
秦
荘
庁
舎
の
維
持
管
理
費
の
削

減
は
職
員
の
移
動
分
だ
け
で
あ

る
。
町
民
へ
説
明
が
必
要
で
は
。

④
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
か
ら
町
民

説
明
会
を
開
く
こ
と
を
求
め
る
。

①
県
道
湖
東
愛
知
川
線
の

沓
掛
～
市
の
歩
道
設
置
の

進
捗
状
況
は
。

②
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
ま
ず
学
校
の

近
く
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

③
中
山
道
の
舗
装
つ
ぎ
は
ぎ
・
凸

凹
し
て
い
る
場
所
の
全
面
舗
装
は
。

ご
み
ポ
イ
捨
て
の
解
決
策

は
。

感
染
情
報
の
開
示
と
共
有

は
。

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の
実

施
方
法
、
高
齢
者
以
外
の

集
団
接
種
の
計
画
や
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
は
ど
う
か
。

　

町
独
自
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

高
齢
者
の
集
団
接
種
は
愛
知
川

公
民
館
で
実
施
予
定
。
ま
た
現
時

点
で
高
齢
者
以
外
の
接
種
の
見
通

し
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

接
種
後
、
頭
痛
、
関
節
や
筋
肉

の
痛
み
・
寒
気
・
発
熱
等
の
他
に
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー（
重
篤
な
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
）
を
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
会
場
で
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
す
る
。

　

安
全
性
に
つ
い
て
啓
発
し
た
い
。

　

人
権
等
へ
の
配
慮
を
行
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
破

綻
・
経
済
不
安
に
つ
い
て
、
男
女

別
に
分
け
た
状
況
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。

①
住
民
や
議
員
各
位
、
各
種
団
体

等
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
方
針
に

反
映
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
、
趣
旨
に
則
っ
て
い
る
。

②
役
場
庁
舎
の
整
備
は
事
業
費
の

75
％
を
一
般
単
独
事
業
債
で
、
旧

愛
知
川
警
部
交
番
の
解
体
は
事
業

費
の
90
％
を
公
共
施
設
適
正
管
理

推
進
事
業
債
で
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
等
の
増
築
棟
は
国
の

交
付
金
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

③
秦
荘
庁
舎
の
支
所
等
以
外
に
利

用
し
な
い
ス
ペ
ー
ス
は
空
調
や
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
を
遮
断
し

維
持
管
理
コ
ス
ト
が
低
減
す
る
措

置
を
講
ず
る
予
定
で
あ
る
。

④
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

①
今
年
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
。

②
県
と
連
携
し
て
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

③
概
ね
３
年
間
で
補
修
す
る
。

　

広
報
・
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
る
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
監
視
活
動
を
一

層
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
町
独
自
で
新
た
に
実
施

す
る
取
組
を
検
討
し
て
い
る
。

②
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
納

税
者
に
対
し
丁
寧
に
説
明
し
適
切

に
実
施
し
て
い
く
。

　

現
在
、
町
に
お
い
て
は
、
交
付

金
の
追
加
交
付
を
踏
ま
え
、
感
染

症
の
拡
大
防
止
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・

好
循
環
の
実
現
を
二
つ
の
大
き
な

柱
と
し
て
、
事
業
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　

町
内
中
小
企
業
支
援
策
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
等
の
取
り
組
み
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
健
康
推
進
課
長
）

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
町
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
副
町
長
）
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答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

庁
舎
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

道
理
改
良・交
通
安
全
対
策

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

舗装つぎはぎ・凸凹の場所の
全面舗装は

Q

中山道の整備
コロナウイルス感染症
対応と対策
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

庁
舎
等
公
共
施
設
の

　
　
最
適
配
置
に
つ
い
て

飲
食
店
を
は
じ
め
観
光
か

ら
製
造
業
、
町
内
多
く
の

事
業
者
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る

事
態
と
な
り
、
地
方
の
経
済
を
1

日
も
早
く
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
し
て
、
第
3
次
国
の
補
正
予

算
も
決
定
さ
れ
た
。

　
感
染
症
対
応
分
と
地
域
経
済
対

応
分
の
当
町
の
補
正
の
考
え
を
問

う
。

町
は
1
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
何
を
学
び
、
次
の
政

策
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
表
出
し
た
課
題
に
対
応
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
の
大
合
併
で
2
町
が

合
併
し
て
16
年
目
に
な

る
。
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

引
き
継
い
だ
過
剰
な
公
共
施
設
の

統
廃
合
が
最
優
先
の
課
題
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
当
町
の
場
合
、

全
く
進
ん
で
い
な
い
。
抜
本
的
な

大
行
政
改
革
・
無
駄
を
省
き
健
全

財
政
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
考
え
を
問
う
。

厳
し
い
財
政
状
況
は
政
治

の
無
作
為
で
あ
る
。
現
場

に
出
て
い
き
、
住
民
の
声
を
受
け

止
め
、
声
無
き
声
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
が
、
高
齢
者
よ
り

順
次
接
種
開
始
さ
れ
る
が
、
住
民

の
一
番
の
関
心
は
、
安
全
性
と
有

　

公
共
施
設
の
適
切
な
管
理
の
あ

り
方
の
検
討
に
着
手
し
、
広
く
議

論
と
検
討
を
重
ね
て
進
め
る
。

　

今
回
、
庁
舎
等
公
共
施
設
の
最

適
配
置
に
つ
い
て
、
44
ペ
ー
ジ
に

わ
た
る
資
料
を
全
戸
配
布
し
た
。

意
見
募
集
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
最
適

配
置
す
る
。

　

第
一
に
マ
ク
ロ
の
視
点
と
し
て
、

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
の
脆
弱
性

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

密
を
避
け
る
た
め
、
地
方
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
当
町
と

し
て
も
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
移

住
施
策
の
推
進
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
企
業
誘
致

等
の
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
在
の
自
治
体
行
政
と

い
う
ミ
ク
ロ
の
視
点
に
お
い
て
も
、

多
く
の
課
題
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

感
染
症
対
策
と
言
う
観
点
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
便
性
の
向
上
、

行
政
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
も
、

手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
ハ
ン

コ
等
の
取
り
組
み
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
・
催
し

物
が
中
止
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
も
問
題
だ
。

　

町
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

繋
が
り
を
取
り
戻
す
た
め
、
感
染

症
対
策
と
自
治
会
活
動
等
を
両
立

さ
せ
活
動
の
支
援
を
す
る
。

一
般
的
に
接
種
後
に
は
、
接
種
部

位
の
痛
み
、
発
熱
、
頭
痛
な
ど
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

有
効
性
に
関
し
て
は
、
発
症
予

防
効
果
が
約
95
％
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
有
効
性
を

大
き
く
上
回
る
。

　

発
症
や
重
症
化
の
予
防
な
ど
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
、
副

反
応
の
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
大
き

い
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
・
有
効
性
に
関

す
る
広
報
・
啓
発
を
行
う
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
副
町
長
）

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
）
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問問

問
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答
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村田　定　村田　定　 議員議員

地元事業者に深刻な打撃
地域経済対策は

Q

経済構造の転換・好循環の実現を柱としての
事業を

A

効
性
で
あ
る
。


